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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 6

■２.環境 ■６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

□1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 2 7
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3 8
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 5 9

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 6 11

従来技術名：

1.経済性 番号： 1
2.工程 番号： 1
3.品質・出来型 番号： 1
4.安全性 番号： 1
5.施工性 番号： 1
6.環境 番号： 1
7.その他 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名 国土環境緑化協会
会社名： 住所： 岡山県津山市高尾573-1

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所： 愛知県名古屋市名東区

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

日本植生株式会社 日本植生株式会社

①何について何をする技術なのか？
不織布とシート全面に接着した土壌凝集剤により、土壌微粒子を団粒化するため、施工直後から高い侵食防止効果
と濁水の発生を抑制する。種子配合型は、植物の通芽や生育を阻害しない構造のため、シートの物理性のみに頼っ
た侵食防止ではなく、緑化による長期にわたった侵食防止を図ることができる。【盛土用】は、ドレーンシート，
ドレーンシートＨＡ、【切土用】は、ドレーンマット，ドレーンマットＰ２０、【軟岩地用】は、ドレーンマット
Ｌ２０があり、各タイプには金網付がある。
②従来はどのような技術で対応していたのか？
一般的に、盛土では種子散布工、切土および軟岩では植生基材吹付工を選定していたが、施工初期の降雨や表流
水，凍上，積雪などによる基材の流亡を防げなかった。
③公共工事のどこに適用できるのか？
ドレーンシート（種子無し）からドレーンマットL20-Ｋの11タイプあり、盛土のり面から軟岩Ⅰ（Ａ）の様々な土

質に対応できる。

藤森２－１８

名古屋営業所 052-773-5105

青木 敬亮

日本植生株式会社

2007

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他
番号：

侵食防止と緑化を両立させた法面用侵食防止シートおよびマット 開発年

1

1-1-3.共通工／法面工

問合せ先

日本植生株式会社

技術部
0868-28-0251

中村 剛

0868-28-4410

052-773-4891

nagoya-e@nihon-shokusei@co.jp

gijutsu@nihon-shokusei@co.jp

新技術概要説明資料（１／５）

名称 ドレーンシート／マット工
収受受付年月日

平成27年4月24日

変更受付年月日

登録No. 1541

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) ■2(3)共同研究(民学)

CB-090002-V 事後評価

活用の効果

植生基材吹付工
21.1%
18.8%

2（3）

評価（事前・事後）

分類

登録番号

区分

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

中部地方整備局 平成21年4月15日

■1.向上　□2.同程度　□5.低下

■1.向上　□2.同程度　□3.低下

□1.　（定義済みの値なし）

■1.向上（21.1％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　

■1.短縮（18.8％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　

■1.向上　□2.同程度　□3.低下

■1.向上　□2.同程度　□4.低下



ドレーンシート／マット工 登録No. 1541

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） １（１）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

歩　掛　：自社歩掛
資材単価：建設物価記載：ドレーンシート・ドレーンシートＨＡ・ドレーンマット
　　　　　上記製品以外：見積もり

土木工事施工監理基準－共通編－植生工（国土交通省）に順ずる
環境緑化製品工法の設計・施工手引（案）

A-2

施工フロー
（）内はシートの場合
のり面清掃 → シート展開 → シート固定 → 完了
①のり面の雑草木，浮土砂，浮石などを除去しシートが密着するように清掃する。
②不織布を地山側にして、法肩部を20cm（10cm）程度巻き込み、法面へ密着するように展開
する。
③横の重ね幅は2cm程度、縦の重ね幅は10cm程度とする。
④所定本数の止め釘を規定の間隔，箇所に打ち込み密着させる。
⑤法面の凹凸が大きい場合には、止め釘等の増し打ちをする。

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

直接工事費（平成27年度静岡県労務単価）
ドレーンシート（盛土仕様）：  968円/㎡　ドレーンシート（切土仕様）：1,138円/㎡
ドレーンシートＫ 　　　　 ：1,602円/㎡　ドレーンシートＲ　　　　　：2,741円/㎡
ドレーンシートＨＡ　　　　：1,386円/㎡　ドレーンシートＨＡ-Ｋ 　　：2,042円/㎡
ドレーンマット　　　　　　：2,683円/㎡　ドレーンマット-Ｋ　　　　 ：3,391円/㎡
ドレーンマットＰ２０　　　：3,211円/㎡
ドレーンマットＬ２０　　　：3,800円/㎡　ドレーンマットＬ２０-Ｋ　 ：4,400円/㎡

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　）
（　緑の国づくり 日本植生の環境緑化製品カタログ）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
①ドレーンシート（種子なし）は、紫外線等による劣化に弱い。
②ドレーンシート（種子なし）は、侵食防止に特化しているため、密着性が低い。
②シカの踏み荒らしや転石などの物理的衝撃により破損し易いため、アニマルガード（獣害対策）工の併用が
望ましい。

（長　所）
①夜露程度の水分でシート部が地山に密着するため、施工直後から耐侵食性に極めて優れた機能を有する。
②土壌凝集剤により土壌微粒子を団粒化するため、濁水の発生を抑制する。
③植物の生育を妨げない構造により、導入種子の生長による不織布の持ち上がりがないため、広葉系（ヤマハ
ギやメドハギ、ヨモギなど）の植物が導入できる。
④③の構造により、飛来種子や埋土種子の定着も期待できる。
⑤特殊処理を施した肥料により長期間植生が繁茂する。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）
掲載品目（ドレーンシート，ドレーンシートHA、ドレーンマット）



登録No. 1541

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

特になし

岡山大学にて人工降雨試験を実施し、高い耐侵食性および濁水発生の抑制効果を確認した。保温性
試験より凍上，霜害などから植物の根系への影響を軽減できる結果が得られた。

技術資料　カタログ

①法面の凹凸に馴染みやすいように密着させて張付ける。
②マットの場合は肥料袋がそれぞれ等高線状になるように張付ける。
③降雨時の施工は避ける。
④製品の保管は日陰の風通しの良い乾燥した場所に置く。

（適用できる条件）
【適用可能な範囲】適用勾配は1:0.5までを標準とし、適用土質の土壌硬度指数は製品タイプによ
り異なるが、盛土法面から軟岩Ⅰ（Ａ）の切土法面である。
【特に効果の高い適用範囲】侵食を受け易い土質で高い効果が期待できる

①止め釘等の規格、本数は現地に合わせて変更する必要がある。
②ロス率は標準であり、現地に合わせて計上する必要がある。
③通年施工が可能だが、施工時期により導入種子が定着しない恐れがある。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ドレーンシート／マット工

A-3

（適用できない条件）
①安定していない法面
②植物の適用範囲を超えている土質（侵食防止シートのドレーンシート（種子なし）は除く）
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登録No. 1541

実績件数 公共機関： 305件 民間：

発　注　者 施工時期
浜松土木事務所 平成25年7月

静岡県賀茂農林事務所 平成25年3月

静岡県賀茂農林事務所 平成25年3月

静岡県富士農林事務所 平成23年2月

静岡県賀茂農林事務所 平成23年3月

静岡県西部農林事務所 平成21年5月

掛川市役所 平成25年8月
平成26年度

継続中

富士宮市役所 平成25年3月

岐阜県可茂土木事務所 平成26年9月

岐阜県土地開発公社 平成22年4月

平成24年度 （国）301号緊急対策事
業（交通安全）工事（歩道工）

平成23年度～平成24年度 合併推進
道路整備事業（債務負担行為）市道
入山瀬線道路築造工事 第二工区

平成20年度県単治山（施設等管理）
賀ヶ沢工事

平成22年度県単（施設等管理）治山
天子の森工事

平成23年度青野八木山線1工区工事

平成22年度森林整備加速化・林業再
生林事業道（林内路網）蛇石線工事

一般市道杉田86号線災害復旧工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ドレーンシート／マット工

工　事　名

第3期恵那ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ(第2工区)造成
工事

山村道路整備堀坂線

平成25年度 県単地方特定道路整備
（改良）工事

0

CORINS登録No.



登録No. 1541

ポリエステル繊維不織布地山密着状況（土壌凝集剤接着状況）

植生生育状況 植生通芽状況

ドレーンマット施工完了状況

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ドレーンシート／マット工

A-5

ドレーンシート製品写真 ドレーンマット製品写真


